
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

令和 4年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

①アルミ缶プレス機導入により、今までアルミ缶作業に

関われなかった利用者の全員が関わることが可能とな

り、各自が仕事に自信を持ち作業に携われることがで

きるようになった。また、伸縮式ローラコンベア導入

により、身体的負担の軽減はもちろんのこと、障害特

性により運搬作業が困難な利用者でも運搬作業が可能

となった。更に、キャスターにより移動・設置がスム

ーズになり、全ての作業に対応できるため、作業効率

が格段に向上し、就労支援にも結び付いていく。 

②住民との協同事業として、「親子福祉体験」を実施し、

リサイクル意識の向上を目指すと同時に、地域住民との交

流を図り、つながりとして各地区ストックヤード資源回収

を実施している。今後も導入した機械を有効に活用しリサ

イクル事業を継続していく。 

今後の取り組み 
 

 
 
 
 
 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 南木曽町内のリサイクル事業 

事業主体 

（連絡先） 

南木曽町社会福祉協議会 

TEL：0573-75-5223（ひだまり工房） 

事業区分 （2）保健、医療、福祉の充実 

事業タイプ ハード 

総事業費 789,465円（うち支援金：526,000円） 

① 障がい者の安全な労働環境 

整備・負担軽減・就労支援 

② リサイクル意識向上のための 

住民との協同事業 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

① 前年まで、従事できる利用者が

1名だったが、機械導入により

全員が従事できるようになっ

た。また、今回の事業が就労支

援にも結び付いていく。 

② 南木曽中学校親子福祉体験を

実施し、リサイクルに興味を持

って頂くことができた。 

【福祉体験にて活躍】 

 【目標・ねらい】 

 

障がい者の誰もが安全に操作でき、かつ利用者の負担

軽減のため、アルミ缶プレス機及びローラコンベアを導

入した。 

リサイクルへ関心を持ってもらうため、中学生を対象

とした「親子福祉体験」を実施した。 

今後さらに労働環境を整え利用者の就労意欲の向上

を図っていくことを目標にしていく。引き続き積極的

に地域住民と関わることを継続していく。 


